
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title 教育DX 政策実現に向けて

Author(s)

Citation 年次学術大会講演要旨集, 37: 1-6

Issue Date 2022-10-29

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/18664

Rights

本著作物は研究・イノベーション学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Research Policy

and Innovation Management.

Description 一般講演要旨, 企画シンポジウム



研究・イノベーション学会 
第 37 回年次学術大会企画シンポジウム SP01 

「教育 DX 政策実現に向けて」 

2022年 10月 24日(月) 18時 30分から 20時 30分 オンライン 
－イノベーションフロンティア分科会・プロデュース分科会共同開催－ 

＜概要＞ 
 Society5.0を迎え、社会や経済の根本的改革、デジタルトランスフォーメーション（DX）の重要性が叫ばれて
いる。昨年は企画セッション「DX の思考法による教育イノベーションへの道」を開催したが、本年は総合科学
技術イノベーション会議（CSTI）の教育人材育成WGでの政策を念頭に、教育改革推進に必要な力を模索する。 
 GIGAスクール構想により配置された一人一台の端末を活用、探究・STEAM教育を通して、「個別で協働の学
び」支援を令和の学校の役割と方向づけた。文部科学省に加えて経済産業省も「未来の教室」で先生支援の体制
を強化している。縦割りからレイヤー構造に変更、分野や組織の時空間を超えた連携が情報価値を生む改革を推
進するには、学びに係る情報やデータ、科学的分析を SNSなどで共有、地域や産業界の力も借りて新たな創造に
繋げる「しかけ」が不可欠である。 
本年は、合田哲雄氏（9月 1日付で文化庁次長に異動）からの CSTI の 3政策 46 施策の審議概要紹介を受け

て、教育委員会を中心とした地域での政策推進の活動の現状と課題を紹介いただく。 更に個別最適な学び推進
に当たって、学習データ利活用 EdTech（エドテック）の ELSI（倫理的・法制度的・社会的課題）について問題
提起をいただき、学会の役割を考えながら、有効な「しかけ」を追求する。 
＜参考＞：https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html  

＜＜ププロロググララムム＞＞：タイトル、時間配分等は変更の可能性があります。  

＜第一部＞ 
18：30～18：40 基調講演 「教育 DX政策」 
合田哲雄（文部科学省文化庁次長／前内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官／元文部科学省初等中等教育局） 
18：40～19：00 「戸田市の挑戦」 
戸ヶ崎 勤（埼玉県戸田市教育長） 
19：00～19：20 討論 
＜第二部＞ 
19：20～19：40 「教育データ利活用 EdTechの ELSI（倫理的・法的・社会的課題）」 
加納 圭（滋賀大学教育学系教授） 
19：40～19：50 「政策実現への期待と学会の役割」 
原山優子（前研究イノベーション学会会長／元総合科学技術・イノベーション会議常勤議員） 
19：50～20：10 討論 
上記講師＋久野美和子（研究イノベーション学会プロデュース分科会主査） 

司会 石橋 哲（東京理科大学）  
企画 小粥幹夫（イノベーションフロンティア分科会主査） 連絡先 mogai@mbn.nifty.com 
参考：昨年 https://kokucheese.com/event/index/615856/ https://www.youtube.com/channel/UCOV8iBvrOInqJ_huknotn_A 
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＜＜ゴゴーールル＞＞  

文科省の指導要領改訂と令和の学校答申、経済産業省の未来の教室事業、GIGAスクール構想などを統合。 
個別と協働の学びで自立 主体的・対話的で深い学び 

＜＜方方策策？？＞＞  

教育人材育成 第 6期基本計画   2021年 6月 

第 3の柱 一人ひとりの多様な幸せ 

 

    
       
    
     

         
       
           

3政策 46施策 ワーキンググループ  2022年 4月 
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ワクワク 知ると創るの循環 ＠未来の教室 
EdTech STEAMライブラリー 

 

 

    

          
         

     
                  

        

        

    

    

      

  

  

  
  

  

  

          

   
      

主体的・対話的で深い学び ＠令和の学校 

文部科学省と経済産業省の連携 

 

個個別別とと協協働働

  

STEAM化

個別

主体的

協
 

 
 
的

深い び
  
   
   

     
       

              

       
   

            
          
       

                   
           

        
         
         
         
  
                   

      
                   
        

― 2―



基調講演 「教育 DX政策」  合田哲雄（文部科学省文化庁次長／前内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官／元文部科学省初等中等教育局） 
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「「戸戸田田市市のの挑挑戦戦」」                                                                                戸戸ヶヶ崎崎  勤勤（埼玉県戸田市教育長） 
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教育データ利活用 EdTechの ELSI（倫理的・法的・社会的課題）              加納圭（滋賀大学教育学系） 

「教育データ」を利活用する EdTech（Educational Technology, エドテック）の倫理的・法的・社会的課題（ELSI）
について報告する。すでに米国等の EdTech 先進国で教育データ利活用 EdTech の ELSI が顕在化し、対応方策
も構築されてきている。日本では文部科学省「GIGAスクール構想」においてコロナ禍に急ピッチで進められた。
また、教育データ利活用ロードマップ（デジタル庁・総務省・文部科学省・経済産業省、2022）が策定され、Society 
5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（案）（内閣府、2022）がまとめられるなど、教育デ
ータ利活用 EdTechが推進されている。EdTech先進国の ELSIケース調査を行いながら、「日本型公教育」（教育
特有・日本特有）としてとりあげられる教育制度・仕組みを整理した。「日本型公教育」としてとりあげられる教
育制度・仕組みを、法規範「原理」、法規範「準則」、文化的背景の 3 つのカテゴリーに整理し、法規範「原理」
カテゴリーには倫理的かつ法的かつ社会的な論点が、法規範「準則」カテゴリーには法的かつ社会的な論点が、
文化的背景カテゴリーには社会的な論点が含まれやすいと整理した。最終的に、「日本型公教育としてとりあげ
られる教育制度・仕組み」と「EdTechの種類とその活用」を掛け合わせたフレームで、101の EdTechの ELSI
論点を見いだし、小冊子「EdTechの ELSI論点 101」（日・英）としてまとめWeb公開した（図１）。 

 
図１ EdTechの ELSI論点１０１ 

 
図２ 論点例 

  
「政策実現への期待と学会の役割」  原山優子(前研究イノベーション学会会長／元総合科学技術・イノベーション会議常勤議員)  

2010年代後半から顕著になったデジタル化のうねりは、特定の分野に留まることなく、社会システム全体を
飲み込んでいる。 
教育もその例外ではなく、また COVID-19対策の影響も受け、いわゆる「教育DX」が遠い未来ではなく今
日の課題として注目されるようになった。その具体的なツールとして、EdTechが開発され、教育現場での試行
が始まっている。 
「コンピテンシー」「生徒エージェンシー」を核とする新たな教育論が進展する中、これまでの「教育」の概

念を覆す可能性も秘める流れであることから、仕掛ける際には、技術的な側面のみならず、教育効果の受け止
め方、教育の在り方について、関連するステークホルダーを巻き込み、議論を深めていくことが必須となる。 
パネルディスカッションでは、特に学会の役割にフォーカスして、問題提起を行いたい。 
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